シェリングと自然科学と医学 by Biedermann Georg & 尼寺 義弘
121
〔翻訳〕
シェリングと自然科学と医学’）
ゲオルク・ビーダーマン
尼寺　義弘（訳）
　以下に翻訳する論文の原著者，原著名，所収された
原著書とその出版社，出版年などをはじめに掲げてお
こう。
　　Georg　Biedermann＝Sche1ling，die　Natur－
wissenschaften　und　Medizin．
　　In：Medizinprofessoren　und直rztliche　Aus－
bi1dmg，Beitr自ge　zur　Geschichte　der　Medizin
hrsg．Dr．G．Wagner・Prof．G．Wesse1Univer－
sit自tsverlagJena　GmbH1992．
　原文の翻訳に先だってこの論文の収録されている上
記の原著書『医学教授と医学教育』の序文を訳してお
くことは今日のドイッの学問状況の一端をしるうえで
参考となると思われるのではじめに訳しておこう。序
文はF．シラー大学（イェーナ）の医学部長Wo1fgang
Klinger教授によって1992年3月に書かれている。なお
この著書は総計30名の著者による21編の論文と1編の
資料からなる。著書の全体は350頁（A5版）である。
　　　　　　　　序　　　文
　転換の，大革命の，新たな始まりの，古い構
造と機能の分離の，内容に満ちた新たな概念の，
そうした時代において，従来承認されていたこ
とへの新らしい意義づけと評価とが，したがっ
てまた従来誤って解釈されてきたことやとりわ
け抑圧されていたことへの新しい意義づけと評
価とが，そして医学の確実な発展方向の系統的
な継続ということが，絶対に不可欠なことであ
る。
　わがF．シラー大学の発展はつねに傑出した
大学教員によって担われ特徴づけられてきた。
　医学部はわが大学の4つの基礎的な学部の一
つであり，初代の学長は医学者であった。医学
者たちはたえず拡大する学科の数とそれにとも
なう専門領域の発展に力を注ぐだけではなく，
つねに他の学部（自然科学のみならず）の代表
者たちと活発に相互に交流しあう関係をむす
び，積極的に総合大学の形成に加わっていった。
　イェーナというこの地は，19世紀末以来，
「啓蒙的な」，自然科学的にますます厳密に方
向づけられた医学によって，世間に知られるほ
どの大きな意義をもっていた。だから『イェー
ナの医学教員』（第2版，1988年）という前の
著作が公刊されたことに対して読者の関心がき
わめて高かったこともまた当然のことであっ
た。
　この書は1989年より準備され構想された。初
めに述べた建設的で生産的な伝統保持という関
心事は，他の条件〔ドイツ民主共和国の時代一
訳者〕のもとでと同様に今日においても，われ
われにとって重要なことである。この伝統保持
という基本理念は，変化する時代の流れのなか
においてもその働きを一層きわだたせ，従来と
同じように妥当性をもち生産的なものである。
将来の発展のための礎石をおいた，歴史的な人
物の永続的な功績を明らかにする，という基本
理念の一つの目標を見失わなかった本書の編者
は感謝されてしかるべきである。そしてこの著
作が完成されたのはすぐれた著者たちに負うと
ころ大である。
　最後に大学出版局（イェーナ）につぎのこと
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で感謝しなければならない。大学出版局は経済
的な転換とそれと結びついた不確実さと困難の
なか，この書を最初の公刊物の一冊として生み
出してくれた。本書の出版は1989年の政治的な
変革ののちにまさに初めて実を結んだ良き伝統
の継続であるといえる。
Jena，im　Mai1992
　　　　Prof．Dr－Wolfgang　K1i㎎er
　　　　Dekan　der　Medizinischen　Faku1tat
　　　　Friedrich－Schil1er－Universit盆t　Jena
　シェリングに対して医学名誉博士の学位が授
与されることた関するラシシ今一卜夫幸産享蔀
（六々エルン）枇舎注，シニ1）ルあ繍ぺ
の彼のつぎの手紙のなかで知ることができる。
rランツフート　1802年6月5日　ルニトケィ
ヒ・マクシミリアン大学医学部がイェーナ大学
の哲学博士で同教授であるF．W．J．シェリング
氏に，彼がすでに行ってきたし，そしてさらに
行うことになるであろう医学の科学的基礎づけ
という功績に鑑みて医学博士を授与手えとじ・ろ
ことほど昨日来祝ってい乏夫享あ記念桑たと二
て時機にかなったことは巻ふとあ確后あ毛と，
名声あるこの桑会た圭じ・そシニ1）シタ氏た未白
医学部長アーロイス・ヴ斗シ多二悔壬たj；二七
多くの人々の克寺え左ふきらあそ尭粂た油ちそ
医学博士が授与された。」（F　w∫∫伽1〃惚
肋ψ舳dDo后㏄伽肋，別．皿，Z〃8α肋α例d．〃∫8．
∬F〃〃舳α〃5，Bo〃〃197ユ∫469．）〔・・・…による
強調の原文はイタリックである。以下同様一
訳者〕
　シェリングは1793年から1801年にかけて公刊
した哲学上の著作によってカントとフィヒテの
主観的観念論を客観的観念論へ発展させたドイ
ツ古典哲学の代表者の一人として登場する。彼
の特別の功績は自然哲学と自己意識すなわち自
我の哲学の領域にある。
　その領域では自然科学の業績の理論上の普遍
化との関連において，自然弁証法の基本的な方
向づけと近代の歴史概念の根本的な構図とが現
れている。自然と人間についての彼の原理的な
研究は自然科学とりわけ医学に関する独自な研
究によって特徴づけられている。彼はその研究
を教育学上の考え方を顧慮しながら『学問研究
の方法に関する講義』（1802／1803）において
体系的に展開している。
　シェリングのドイツ古典哲学に対する学問的
な寄与に関して手短かにふれたのでつぎに彼の
生涯について簡単に記しておこう。
　1．生渥と著作
　フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヨーゼフ・
シェリングは1775年1月27日にシュトゥットガ
ルト近郊のレーオンベルグでキリスト教の助祭
であったヨーゼフ・フリードリヒ・シェリング
の第2子として生まれた。彼はラテン語学校と
上級神学校を卒業したのち，司祭の職につくた
めの準備として1790年から1795年までチュービ
ンゲン大学神学部で勉学に励んだ。とはいえフ
ランス革命に影響されて，彼はやがて大学の保
守的な精神や修道院のような神学部の秩序と矛
盾に陥ることになる。彼はかくして神学からル
ソーやカントの社会批判的な考え方，とくに
フィヒテの哲学へ志向することになる。シェリ
ングは今やフィヒテの絶対的な信奉者である。
チュービンゲンで彼はまたへ一ゲルやヘルダ
リーンと知り合いとなり，彼らとのあいだで長
きにわたる友情を結ぶのである。おそらく彼は，
1793年にチュービンゲンにやってきて，『あら
ゆる啓示の批判』の著者として深い印象を彼に
残したフィヒテとも個人的に知り合うことに
なったといえるであろう。
　17才の若さでこの天分のあるシェリングはす
でに哲学博士の学位を授与されることになる。
すなわち彼は1793年の冬に最初の作品，『古代
における神話，伝承および哲学的原理について』
を執筆する。その作品には肯定的な諸契機（た
とえば自然への志向）とならんで彼の完成され
た哲学にはらまれている一定の否定的な傾向
（芸術と神話学がもっている精神的な働きの強
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調のしすぎ）も表現されている。そののち彼は
なお学生の身分で『哲学一般の形式の可能性に
ついて』（1794）と『哲学の原理としての自我
について』（1795）という著作を出版する。彼
は初期のこれらの著作において非自我を自我に
事実上等置することによってフィヒテの『学問
論』を事実上凌駕していることを証明している・
　学業を終えたシェリングは，カントやフィヒ
テやへ一ゲルと同様に，家庭教師として暫定的
に活動を開始する。ライプティヒヘ赴いたのは
1795年の春であった。ライプティヒで彼は数学
や自然諸科学とりわけ物理学や化学や医学に積
極的に取り組む。これらの研究の成果は一連の
内容を具えた著作にみることができる。彼は，
もとよりスピノザやライプニッッの哲学に影響
されて，主観的なフィヒテの自我を非自我をも
ふくめてともども客観的なものとし，それを自
然にまで押し広げる。かくして事柄の本質から
してこれらの著述においてすでに主観的な観念
論から客観的な観念論への移行を実現してい
る。この生成において把握された新らしい哲学
のもっとも重要な言己録の一つは『世界の創造主
について』（1798年復活祭）という著作である。
この作品はゲーテの熱烈な歓迎をえることにな
り，そのことがシェリングをイェーナ大学哲学
教授の道へと進めるのである。教授の任用は
1798年6月30日であった。
　イェーナ時代にシェリングは常に多く・の学者
や政府の官僚たちと知り合いとなる。それは
ゲーテやシラーであり，そしてロマン派の芸術
家たち，そのなかには彼ののちの妻となるカロ
リーネ・シュレーゲルやそしてまたシュレーゲ
ル兄弟や医者のレッシュラウプやその他大勢の
人々である。シェリングにとってイェーナ時代
は哲学のうえで成熟の時代であり，名声をえた
時代である。イェーすの悪名高い例の無神論論
争で彼はフィヒテに加担する。彼はその論争を
とおして哲学的思考のもっとも重要な領域でド
イツ古典哲学の形成のために決定的な役割を果
している。まず第一に，自然哲学の領域では事
物の現実の対立の，すなわち「普遍的な世界法
則」としての，極性の発見あるいはその精綴化
によってである。第二に，先験的哲学の領域で
は自己意識の歴史の基礎づけすなわち主体・客
体の弁証法あるいは自由と必然性の弁証法を土
台とするところの自我の進展する規定として世
界史一それは芸術あるいは神話学の哲学にお
いて完成する一を基礎づけることによってで
ある。芸術の技術的・実践的な側面の強調に
よってシェリングは事実上実践の契機を哲学に
導入する。
　シェリングの認識論の第三の業績は，客観的
観念論の世界観のもとで．その前提となる（主体
と客体との）絶対的な同一性の規定にある。さ
らに詳しくそれを規定すると，絶対的同一性あ
るいは絶対者そのものはこの哲学者によって先
行の著作で展開されたところの，精神（神）と
自然あるいは理念的なものと現実的なものと
の，統一という抽象にほかならない。この同一
性において精神・観念的なものは，活動的な・
創造的な主体として現れる。その主体は自己自
身をもっとも単純な行動から無機的な物質や生
命をもつ自然を経過して人間に至らしめる客
体，自然あるいは現実的なもの，として生成さ
せる。この点を考慮すると絶対的なものは同時
にまた（観念的な）世界の関連を表現する。こ
れらのカテゴリーを根拠づけたこの時期のもっ
とも重要な著作は，「自然哲学の体系の第一の
草稿」（1799年），「先験的観念論の体系」（1800
年），「私の哲学体系の叙述」（1801年）である。
　シェリングはこの問に医学，とりわけイギリ
スの医学者であるジョン・ブラウン（1735－
1788）の治療学にも集中的に取り組んでいる。
シェリングは医学の学問的な根拠づけによって
1802年にランッフート大学から医学の名誉博士
号を授与される。イェーナでこの思想家はほぼ
3年間にわたってへ一ゲルと共同で研究する
　（1801／03）。へ一ゲルとともに彼は『哲学批
評雑誌』（1802／03）を発行し，その雑誌で二
人の哲学者は客観的観念論の諸前提を発展さ
せ，そして反省の哲学の諸形式から自己を精力
的に区別する。
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　シェリングのイェーナ時代の著作は内容の積
極的な側面をこえて，彼の哲学のもつ合理的な
基本方向のなかに非合理的な諸契機をもすでに
際だたせ始めている。それはとりわけ絶対者の
自然からの分離やこの規定の神へのロマンチッ
クな過度の昇華にあてはまる。1804年の著作『哲
学と宗教』においてすでに自然は神から絶対者
の崩壊をとおして「地におちた守護霊の混乱し
た幻影」として現れる。世紀の変わり目ととも
に始まったイェーナ大学の学問上の後退やそれ
に個人的な理由も加わってシェリングは哲学教
授の椅子を手に入れるために1803年秋にヴユル
ツブルクヘ赴くことになる。ヴユルッブルクで
彼はとくに自然哲学や芸術哲学や学問研究の方
法論の講義をもつ。これらの講義においてこの
思想家は哲学上の活動の頂点から後退してい
く。ユ806年にミュンヘンヘ彼は向かう。そこで
科学アカデミーの会員となりさらに新たに創設
された造形芸術アカデミーの事務総長となる。
ミュンヘンでシェリングは，エアランゲンでの
多年にわたる滞在（1820－1827）を除いて，
1841年まで暮らした。ミュンヘンの生活では三
つの出来事が際だっている。一つは妻カロリー
ネの死である。それは彼の思想形成という重要
な時期に終りを告げる。数年ののちに（1812年）
彼は妻の友達のパウリーネ・ゴッターと結婚し
6人の子供をもうける。二つめの出来事は1827
年にミュンヘン大学で行ったデカルト以来の新
しい哲学の歴史に関する講義　　それは彼の学
問上の眺望のもとにドイッ古典哲学が形成され
るための本質的な点を特徴づける重要な時代の
客観的な記述である。三つめの出来事は彼の最
後の重要な印刷物「人間の自由の本質に関する
哲学上の考察』（1809）の公刊である。その著
によって世紀の変わり目とともに始まっていた
啓示哲学への彼の移行は完成される。シェリン
グが1804年以来とりわけr偉大な沈黙」と言わ
れた1809年以降の時期においてもたえず取り組
んだ問題は，絶対的なものと人間をもふくめて
有限なものの神からの離反とのアポリアであ
る。このジレンマの解決は「世界時問」のなか
に，すなわち神が白らを二つの偉大な部分にお
いて一すなわち一つの部分は人類から出発し
て，人類が神から最大に離反することであり，
他の一つの部分は人類の神への還帰である一
啓示するというロマン化された歴史に見い出す
ことができるとシェリングは信じていた。「世
界時間」というこの哲学，彼によって何度もく
り返し声を大にして叫ばれたがけっして世に受
け入れられることのなかったこの晩年の作品，
そしてそのなかで主張されていた半ば哲学的
な，半ば神知論的な立場が，時のプロイセン王
フリードリヒ・ヴィルヘルムlV世をしてかって
へ一ゲルが担当していた講座に招へいさせるた
めに，シェリングを1841年ベルリンヘ赴かせる
誘因となったのであろう。かくしてシェリング
は「へ一ゲル汎神論のドラゴンの種」を根絶す
ることにな㍍けれども年老いたシェリングに
とってベルリンはけっして幸せを約束する地で
はなかった。青年へ一ゲル主義の運動，その先
頭に若きフリードリヒ・エンゲルスがいた，そ
の運動によって激しく攻撃されたシェリングは
彼の講義をやがてまた中止する。彼は孤独のう
ちにそして哲学の世界からも十数年来忘れ去ら
れたまま1854年8月20日バート・ラーガツ（ス
イス）で死す。
　2．学間と教育に関する夫学の謂義
　すでに述べたように，シェリングの特別の関
心は自然科学に，物理学や化学や生理学となら
んでとりわけ医学に向けられる。シェリングは，
自然を自我の哲学の対象から完全に排除した彼
の先達であるフィヒテとはちがって，人間が中
心の位置を占めるところの哲学的な世界像を自
然科学の基礎のうえに構築する。哲学とは，と
彼は述べるわけであるが，全人問を，そしてそ
の全人間の性質の全側面を把握することにあ
る。そのことから結局のところ全学問が，すな
わち人間と自然に関する知の総体が生じるので
ある。
　とはいえほぼ200年の歳月のたった今日，杜
会の急速な発展とともに学問もまた変化し発展
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をとげている。近代の社会理論の形成とともに
自然科学も内包的にも外延的にも発展を経験す
る。とはいえ今日でも大抵の認識はくり返され
ているのである。シェリングは自然科学と医学
に関して現代に至るまで妥当性を保持する理論
を構築する。このことはとりわけ個別諸科学を
人間の知識全体との関連のなかに位置づけると
いう彼の試みにあてはまる。シェリングにとっ
ていずれの学者も，哲学者から医学者に至」るま
で，学の代表者すなわち類の総括者であり，非
常に限られた領域ではあるが絶対的なものの認
識に，すなわち普遍的な学問的な世界像につい
て共同で研究しているのである。
　シェリングは自然科学と哲学との統一を主張
し根拠づけた最初の思想家の一人である。いず
れの個別科学も，それが力学であれ，物理学や
心理学であれ，哲学の世界観上の原理にもとづ
く全体知識に関連する。そのことは全体に対す
る部分の関係やあるいは構成要素の総体そのも
のが全体を形成している有機体に対するその構
成要素の関係と同様である。この哲学者が
イェーナでは1802年に，ヴユルツブルクでは
1803年より行った「学問研究の方法に関する講
義」のなかで取り上げた学問の統一というイ
デーについて今日からみた視点が若干呈示され
論評されるべきであろう。
　学問研究の方法に関するシェリングの講義の
出発点と基礎は自己自身に絶対的な知という概
念である。シェリングはこの絶対知を根源知と
も名づけており，それは絶対的に観念的なもの
の形成諸段階に，つまり自己展開する知の個別
諸科学へと，認識の樹へと区分けされる2〕。根
源知の概念は，語源的にみてもまた発生的にみ
ても，二重の意味を，普遍的なそして特殊的な
側面をもっている。まず第一にこの概念は絶対
的なもの（絶対的に観念的なものと現実的なも
の）すなわち宇宙の内的法則，学問一般の基礎
を代表する。根源知は，その特殊性から考察す
るならば，知的な直観すなわちその性質からみ
て概念的な分析と総合へ至る人間の天性の能力
である。真実知は根源知あるいは知ということ
と潜在的にではあるが緊密に結びついている。
この真実知あるいは理論認識のための人間の能
力は，人間の活動的な側面や行為そのものへの
衝動と同様に，時代をこえて人類知として存在
する。とはいえそれは人類知が個人から個人へ，
世代から世代へとますます陶冶されていく特定
の時代においてのみ展開されうるのである帥。
この内的連関の，すなわち人類知の個人知との
交互作用という基礎上で，シェリングは最初の
研究者として哲学的な自然観から個別的（具体
的）な学問に至るまでの学問の統一を際だたせ
る。それと同時に世界認識のより低い段階から
より高い段階への人類知の歴史的な形成過程を
理論的に証明する。
　人類知の内容的および歴史的な全体の関係の
解明とならんで，シェリングはアカデミーの，
大学の学問の習得のための学生の指導にも根本
的に力を注ぐのである。彼にとって長きにわた
り解決すべき課題として懸案となっていた一番
重要なことは，聴講者にアカデミーの真の権威
と尊厳の意識を喚起することであった。「学究
生活の始まりは」と彼は述べている「若き学徒
に鑑みてそれは同時に自立性への第一歩であ
り，盲目的な信仰というものからの最初の解放
である。学生はここではまず学び，練習をし，
自己白身で判断すべきである。」4〕大学はかくし
て学生の自立性をも保証しうるし，いかなる外
部の影響からも自由でなければならない。とり
わけ大学は学問を一定の目的のための手段に貝乏
めようとする国家的なそしていわゆるすべての
後見人から免れていなければならない。「学問
はそれが単なる手段に貝乏められて，それと同時
に学問それ自体のために促進されないようにな
るやいなや学問であることをやめるのであ
る。」5〕
　上述のことは非常に重要な，直接われわれの
時代にも関わりをもつ思想である。今日と同様
に当時においても景高の教育機関として大学の
自立性と創造性の保持が，そして教育と思想の
自由の再生と維持が，そして教授による教養お
よび研究のプログラムの独自な形成が，そして
シェリングと自然科学と医学
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学長および評議会の自由な選挙が重要であっ
た。
　シェリングによれば自由な学究的な陶冶のた
めの本質的な前提は，大学教員に対して個別の
専門領域の成果をこえて学問を発生的に，すな
わちその概念の展開において叙述するべきであ
るという要請にある。「学問の全体を学生の眼
前であたかもはじめて発生」させるという方法
だけが，聴講者に対して学問を所与のものとし
て甘受するだけではなくそれは創作するものと
して自立的に生み出すことを可能とする。刮こ
こでもまたシェリングは発明的であり，近代的
な教育方法のパイオニアに属している。問題解
決のための独自な熟考と調査（教育学的な教授
方法）によって為されたソクラテスのいわゆる
認識の産婆術に支えられながら，彼は学生を引
き廻してみたり，学生に出来あいの思考の結果
を宛がってみたり，形式的に知識を詰込ませる
など，それらのことをすべて拒否する。とはい
え彼はつねにつぎのことを強調していた。習得
した知の総計なしには理念の創造的生産も不可
能である。学究生活の自由と自立性というイ
デーには同時に大学では学問以外の何物も妥当
しえないし，教養と天賦の才以外の何らの差別
も許されるべきではない，という要請が結びつ
いていた。7〕この関連のなかで哲学者シェリン
グにとって「学問の世界は，……民主主義では
なく，衆愚政治ではなおさらなく，言葉のもっ
とも高貴な意味で貴族政治である。学問のうえ
で最高の人が支配すべきであって」，無能力な
者が支配すべきではない。呂〕
　上述のことは今日でもなお妥当する重要な命
題である。もちろんそれは表面的に読むとすれ
ばシェリング自身が知的な思い上がりや学問上
の傲慢さの光のなかに陥っているかのように思
われる。けれども彼の命題の内容を一層くわし
く考察するならば，この思想家が最終的には
もっぱら能力のある学生の知的な開発をしっか
りと心に留めており，学生が学問をするにあ
たってその前提となる素質，何ほどかの備える
べき天賦の才の形式をもっぱら要求しているの
である。彼はお喋りやいろんなことに首を突っ
こんで忙しげに走り廻ることや学問を妨げ，独
自な思考や教育を不可能とするようないわゆる
特権に対して徹底してそれをやっつけたのであ
る。
　3．　医学の学間的な基礎づけ
　シェリングは学問研究の自由に関する考察に
個別諸科学の論究を結びつける。あらゆる科学
を一つの知の有機的な体系のもとに結合させる
ための，それらの科学の基礎となるべき絶対者
の理論としてのあるいは自然および（人間）生
活のもっとも普遍的な関連の理論としての哲学
とは対照的に，自然に関する具体的な知識は個
別の経験や実験や歴史によってもたらされた諸
科学によって構成される。それは神学（キリス
ト教の本体論および歴史論），歴史学，法学，
自然科学（物理学，化学，医学，有機的な自然
論をふくめて），芸術学である。以上の諸科学
の全体は自然に関する科学的な全体像の諾部分
であり，絶対者一般をはじめて知覚可能とし，
認識可能とする専門諸領域である。その理論的
な基礎を自然哲学の第一の概念である生命がな
している。自然の運行のなかで生命を単純な始
まりからもっとも成熟した形態に至るまで研究
することは自然科学の，化学や生理学の対象で
あり，人間に関しては医学がそうである。あら
ゆるそれらの科学の課題と方法は生命の法則と
必要条件から生まれたものである。
　シェリングは生命それ自体を，たえず継続し，
したがってくり返し自己に還帰する過程という
循環としての，始まりもなければ終りもない，
したがってどの過程やどの力が生命の本来の担
い手であるのか言及されえない「諸力の自由な
遊戯」（F・シラー）としての，特別の生命力
という宗教的な原理に厳しく反対して生命それ
自体を定義する。「組繕と生缶1三・…・・白白存在
す外？1テ㍗て荷峠虹巻し・そ，．も÷亭ξ
丁秤砕？耐争，．交圭紬手乏多1の原因
のなかの共通なものを一それは牽引と反発と
の，収縮と膨張との一般的な矛盾によって特徴
シェリングと自然科学と医学
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づけられる　　表現する。」9）諸力のこの均衡は
シェリングにとってはかの普遍的な法則であ
る。すなわちその法則は客観的実在のあらゆる
領域で修正をともないながら作用している。た
とえば化学的な過程では化学的諸実体の分解と
吸引（結合）を規制し，有機的自然では異化と
同化によって，あるいは，感受性・興奮性・再
生産力によって植物の生命や人間に至るまでの
動物の生命を扶養し，そして分析と総合という
形式において思考の根本法則を表現する。この
根本矛盾があらゆる実在の条件である。この条
件が破壊されれば，力の均衡は失われ，事物と
現象の実在もまた失われる。かくして有機体は
その病気の原因が取り除かれないとすれば，す
なわち有機体の均衡が回復されないとすれば，
それは病気となり死に至るのである。
　現代の生命概念を輪郭においてすでに先取り
している生命のこの理論にもとづいてm），シェ
リングは医学のイデーを病気の原因，予防，治
療の理論および実践として展開する。医学を生
命のもっとも一般的な法則およびその現象諸形
態という科学的な基礎のうえにおくということ
は，18世紀の末における雄大な試みであった。
彼はこの観点から同時代の医学者の見解を解釈
している。その場合は彼はとくにイギリスの医
師ジョン・ブラウン1l〕の唱える病気の理論に，
すなわち彼が哲学上の創作活動の頂点において
あちらこちらで援用した理論に共鳴する。’2〕
シェリングの医療に対する大きな関心にもかか
わらず，たとえば，著名なズイスの医師で，哲
学者で，詩人であるアルブレヒト・フォン・ハ
ラー（1708－1777）が，すでに以前に無数の動
物実験にもとづいて神経の感傷性（感受性）の，
あるいは，筋肉の刺激性（興奮性）の理論とし
て仕上げたような，そうした経験と実験によっ
て導かれる理論をシェリングに期待することは
できない。たとえ彼が医師の実践的経験を医学
の源泉として高く評価したとしても，姑局のと
ころ彼にとってかかる経験的に根拠づけられた
理論に関心があるのではなくて，病気の原因や
治療の可能性を，経験をこえて，有機体の法則
つまり生命ある個人は有限なものであり，限界
づけられており，したがって必然的に生理的な
変化すなわち病気に支配されるということから
説明する理論に関心がある。シェリングはこの
認識に導かれて，病気の究極の根拠は感受性・
興奮性・再生産力という有機体の生命活動の三
つの生理学的な根本形態とそれらの諸変化の，
外的な関係のなかにあるのではなくて，内的な
関係のなかにあるとみられねばならないと考え
た。
　以上のことは医者の眼を観察可能な病気の兆
候から観察不能な源泉へ，有機体の固有の原因
よりもより深いところにある障害へと向けさせ
た研究である。厳密にいえばあらゆる変化の，
肯定的なおよび否定的な変化の基礎はシェリン
グにとって有機体の二重の関係にある。その一
つは自然的な関係であり，生命を構成する諸要
因の関係として同時にそれは自然に対してのそ
して他の事物に対しての関係である。もう一つ
は神的な関係であり，それは「有機体が宇宙の
像であり，絶対者の表現であるところの完全性
を示現する。」’呂〕
　「ブラウンは…，」とシェリングはこの思考
過程をつぎのように明確に表現する。「最初の
関係のみを医術にとってもっとも主要な関係と
みる。しかしそれだからといって第二の関係を
積極的には排除していない。それらの法則（こ
こでは上述の有機体の根本法則　　G　B）は
もっぱら医者に不均衡の〔病気の　　訳者〕諸
形態の根拠を，不均衡の第一のもっとも主要な
患部を教え，薬剤の正しい使用方法を指導し，
抽象〔最初の関係の第二の関係からの　　訳者〕
の不充分さが病気の現象におけると同様に後者
の作用における独自な働きを示している，その
ことを理解させる。」14〕
　これらの命題のコンテキストにおいて解剖学
への，とくに比較解剖学への一それは医者に
とって病気の診断のさいにつねに大いに役立ち
うる　　シェリングの高い価値評価もあること
が理解される。それは同時に彼が有機的な自然
の一般的な建築計画をたてるときも，解剖学的
シェリングと自然科学と医学
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にみてより単純な生命の諸形態の理解から人体
のような複雑な解剖の概念に至るまで認識を深
めようとするときもまたそうである。シェリン
グはこの意味で「医学というものは，……一般
に精神の哲学的な陶冶のみならず哲学の原理」
　　哲学を志向する多くの医学者によってつね
にくり返し確認されているテーゼ　　をも前提
すると述べている。1ヨ〕
　医学に関するシェリングの全体的な把握を代
表するであろう彼の『学問研究の方法に関する
講義』からの若干のこれらの引用によって，本
論文のテーマはつぎの一つの命題にもう一度要
約されることになるであろう。近代医学の科学
的な基礎づけのために行ったシェリングの貢献
は，研修医の注意を病気の外的な現象形態から
病気の究極の根拠としての内的な有機的な諸変
化に向けさせたということにある。上述のこと
は自然科学的思考の転換期を意味しており，そ
れは著名な医学者一そのなかにはヨーハン・
レッシュラウプ1刮がいる一や，あるいは，自
然科学者で哲学者のロレンッ・オーケン’7〕をこ
えて，19世紀半ばの生理学的研究へと直接に導
き，そこで最初の総括が行われることになるの
である。
　　　　　　　　　　注
1）本論文の本来の内容は医学に関するシェリングの
　見解について論究するものである。それとともに
　　ドイツ古典哲学のこの傑出した代表者の生涯と学
　間上の業績全体に関する情報が提供される必要が
　ある。この思想家はドイッ古典哲学の他の代表者
　たちと比較してみて今日まで多かれ少なかれ脇役
　として取り扱われてきてい糺へ一ゲルやカント
　やあるいはフィヒテについて詳しく知っている教
　養ある読者もシェリングについてはほとんど知ら
　ないのであるから，こうしたシェリングの情報は
　事柄の性質からして重要である。（Dokum㎝teI　Bd．
　II．Zus≡itzb副nd．Hrsg　H．FlIhrmans．Bonn1973．S．
　409．）
2）F．W．J．Sche11i㎎：Vorlesmgen血ber　die　Methode
　des　akademischen　Studiums｛1803）．In1Scheuings
　Werke｛M血nchner　Jubi1加msdmck〕Hrsg　M．SchrO－
　ter．M伽chen1927．3．Hptbd．S．237．
3）　Ebenda．S．246．
4）　Ebenda，S．250．
5）　Ebenda．S．251．
6）　Ebenda．S．256．
7）　Ebenda．S．258．
8）　Ebenda，S．259．
9）Vgl．：F．W　J．Schel1ing：V㎝der　Weltsee1e，eine
　Hypothese　der　hdheren　Physik　zur　Erk1劃rung　des
　　allgemeinen　Organismus．Werke．A．乱O．1．Hptbd．
　　S．634．617
10）参照。L．フォイエルバッハは1846年に自然科学の
　　最新の成果という立場において，存在のあるいは
　　自然諸力の特別な形態としての生命に関するシェ
　　リングの思想との直接的なつながりにおいて，地
　　上の有機的生命の生成を酸素一水素一炭素一窒素
　一化合物の白然的発展によって説明した。（L．
　　Feuerbach1Das　Wesen　der　Religi㎝（1846）．1n：L．
　Feuerbach＝Gesammelte　Werke．Hrsg．W．Schuf－
　　fenhauer．Berlin1967if．Bd．10．S．20．）
　　F．エンゲルスは30年後に生命を「蛋白質の定在
　　様式」であり，「蛋白質の化学的構成要素のたえさ
　　る自己更新において本質的に」存在するものであ
　　ると規定した。（F．Enge1s：“Anti・Duhrinぎ．MEW．
　　Bd．20．S．75．）
11）ブラウン（1735－1788）はその著“Elementamedi－
　　cime，”Edinburgh1780．のなかで，治療の新たな理
　　論　　彼の名にちなんで「ブラウンの刺激理論」
　　と呼ばれる　　を開発した。この理論はつぎのこ
　　とから出発する。あらゆる病気は器官の異常な興
　　奮性に基づくものである。この興奮性は一定の刺
　　激によって上昇させられる（尤進状態）か，ある
　　いは，その緊張状態が失われる（弛緩状態）か，
　　である。ブラウンによればたいていの病気は興奮
　　性の低下によって引き起こされるものであるから，
　　まず考えられることは，興奮性を正常に回復する
　　ことによって病気を除去するために，弱化した興
　　奮の過程をそれに対応した薬によって引き上げる
　　ことである。ブラウンの刺激の理論はそれがよく
　　知られるようになってただちにシェリングの自然
　　哲学の構成部分となった。医学の歴史ではプラウ
　　ンの理論は異論のあるものではあるが，20世紀の
　　20年代のドイッで改めて普及し評価を得たのであ
　　る。　（Vgl．1Der　GroBe　Brockhaus．20Bde．Bd．3：
　　Leipzig1929．S．386．）
12）シェリングは1800年の夏に，彼ののちの妻となる
　　カロリーネ・シュレーゲルの娘アウグステ・べ一
　　マーが赤痢に罹ったとき，ブラウンの方法に基づ
　　いて治療を施したが何の効果もあげることができ
　　なかった。やがてもたらされた娘の死はこの哲学
　　者の多数の敵対者に公然と彼を批判する絶好の
　　きっかけを与えた。まずイェーナの新聞に，シェ
　　リングの理論によってどれほどたやすく哲学博士
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　　の学位を手にすることができることか，一たと
　　えば“ロイベル”という学生が証明したように，
　　　　という潮りの情報が突然登場したのちに，
　　1802年のイェーナの“一般文芸新聞”（225号，
　　1802年8月10日付）につぎのような偏ったニュー
　　スが現れた。「ロイベルは観念のなかで治療し，現
　　実に殺してしまうというような災難には出くわさ
　　なかったが，偉大な哲学者であるシェリングがフ
　　ランケン（バイエルン）のボクレット村でM．B．〔ア
　　ウグスト　ベーマー　　引用者〕に施した不幸は，
　　悪意をもつ人々がよく言うように，全くとんでも
　　ないことをしでかしたものだ。」（Zitiertnach1F．
　　W．／Schel1i㎎，Briefe㎜d　Do㎞m㎝teI　A．a．O．S．
　　422．）こうした中傷はシェリングの心を深く傷つけ
　　たことにちがいない。それは彼がなぜ1803年に
　　イェーナを去って，大学教員としての活動をヴユ
　　ルツブルクで始めたのかという理由の一つである
　　といえる。
13）F－W．J．Schel1ing：Vorlesmgen血ber　die　Methode
　　des　akademischen　Studiums．A．a．O．S．362．
14）　Ebenda．
15）　Ebenda，S．362f．
16）ヨーハン・レッシュラウプ（1768－1835）はバン
　　ベルクの医学教授であり，1802年にランツフート
　　の，1826年にはミュンヘンの医学教授である。彼
　　は本来JIブラウンの治療学と自然哲学の支持者で
　　あり，シェリングを1802年にランツフート大学医
　　学部の名誉博士に推薦する。
17）ロレンツ・オーケン，本名はオーケンフース（1779
　　－1851）は理論的に細胞を発見し，ゲーテとは独
　　立に頭蓋骨形成のための椎骨理論を主張する。彼
　　は1809年に学問上の敬意の表現としてその著「自
　　然哲学講義』を「彼の友ステフェンスとシェリング」
　　に献呈する。（Vg1．：L．0k㎝：Lehrbuch　der　Mur－
　philosophie．Bd．1．Jena1809．）
　　　　　　　　　　〔付肥〕
　この翻訳は，1992年度阪南大学産業経済研究所助成研究r比
較研究によるイギリス古典経済学とドイツ観念論哲学との動
態的関違の究明」の成果報告の一部である。
（1993年4月9日受理）
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